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数は力！あなたのまわりの業者の方を民商にご紹介ください！

3.13（集団申告）に出るならe-Ｔａｘ（イータックス）は要らないわ

9月17日（木）午後2時から2回目の「青色申告特別控除改正学習会」を開きました。4人が参加し、説明に熱心

に耳を傾けました。前回の参加者同様、全員が「会計ソフトで入力すれば電子帳簿保存と思っていた」というこ

とが分かりました。また、電子帳簿保存の適用要件のなかの「日付又は金額の範囲指定により検索できること」

「二つ以上の任意の記録項目を組み合わせた条件により検索できること」などを説明すると「これは、税務調査

にポイントが置かれてるよね」「調査側を利する条件だ」と感想が。参加者の中には、e-Ｔａｘを利用したこと

がある人もいましたが、「最近は、3.13（集団申告）で提出しているので、必要

ないですね」と話し、理解を深めることができました。また、講師を務めた事務

局から「基礎控除は10万円上がり48万円になるが、青色申告特別控除が10万少な

くなるということは、所得が10万増えるということ。いろんな制度は所得が基準

になっているので、基礎控除が上がるならいいというわけではない。国民のため

の税制改正になるよう運動しましょう」と呼びかけました。終了後、西部さんと

井出さんが同じ町内とわかり、車に同乗し帰宅しました。

ウーバーイーツの配達員は労働者？ 弁護士 山内益恵（名古屋北法律事務所）

Uber Eats（ウーバーイーツ）、注文したことはありますか？日本でのサービス開始は2016年。当時150店だった提携レストラ

ン数は、いま3万店を超えているそうです。名古屋でも配達員が黒いカバンを背に自転車で走る姿をよく見るようになりました。

ネットで気軽に多彩な商品を注文できて便利なのですが、レストランごとに異なる配送手数料とサービス料などが商品価格に

加算されますから、注文するときは合計金額に要注意です。

また、配達員の労働条件も課題です。ウーバーでは、配達員等を「独立事業者」と扱い、事故やケガの補償も有給休暇も最

低賃金のしばりもなく、社会保障や医療保険の会社負担もありません。インターネットを通じて単発の仕事を受注する働き方

を「ギグエコノミー（Gig Economy）」といいますが、このような不安定で個人負担の大きいギグ・ワーカーが増えれば、社会

の貧困化が進むでしょう。これを危惧し、米カリフォルニア州では、2019年9月に、配達員等を「従業員」として扱うよう義務

付ける「AB5」と呼ばれる労働法の改正が行われました。そしてこの法律に基づき、今年の8月11日、裁判所はウーバー等2社に、

食品配達員や配車サービス運転手等を「従業員」として扱うことを求める仮命令を出しました。2社は命令を不服として上訴し

つつ、この命令が効力を生じる場合にはサービスの一時停止に踏み切る考えを表明しています（現在は、控訴裁判所による仮

命令の猶予期間中）。サービスを停止されれば、配達員にも市民生活にも大きな打撃です。

日本でも働き方の改善を求めて、配達員の労働組合が結成されています。ギグ・ワーカーの働き方改革にもご注目ください。

会員からも歓迎された、久しぶりに会員と会って話ができてよかった
山田支部は、９月１９日（土）午前９時３０分から、２つの組に分かれて会員訪問を行いました。加納支部長、

前田副会長の組では８人中６人と会うことができ、民商の活動袋と婦人部のグッズを渡しながら対話。持続化給

付金を受け取った方は、「給付金が課税されるのは納得いかない。幸いだんだん忙しくなってきた。わざわざ来

てくれてありがとう」と歓迎してくれました。また、別の会員のところでは「９月の売上が少ないので持続化給

付金を申請しようかと。事務所にも電話して相談しています」と、役員とも打ち解けて話してくれました。家電

店では、「同業組合も西区内で２０件になってしまった。お客さんに頼まれて、

なんでもやっている」と状況を話してくれました。前田婦人部長、加納トシエさ

んの組は、７件のうち、会えたのは２件。一人は、転居していて、転居先を他の

会員に聞いて訪問。紹介カードのお願いと、愛商連の「ミセマチキャンペーン」

（活動参加者に１チャレンジに５００円の会員の店で使える金券を渡す）につい

ても、説明。役員は「やはり、会員訪問は大事だ。またやろう」「会員の方から、

すごく話してくれて話せる相手を求めていると感じた」と感想を話していました。


